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1E12 排 出水臭気に 対す る 臭袋法の 適 用可 能性 に つ い て

○樋口隆哉 （山 口大学工 学部）

1 ．は じめに

　排出水か ら発生す る臭気 の 測定方法 として従来か ら三 点比較式 フ ラ ス コ 法が用い られて きたが 、

臭気判定に無臭水 の 性状 が影響 する、pHの設定条件が確定 して い ない 、 試料液の 希釈比 と気相 の 希

釈 比が 必 ず しも一致 しない 、な ど の 問 題 点が 存在 して い る 。 そ こ で 演者 ら
1｝

は 、 試料液 と平衡状態

に ある と考え られ る気相 ガ ス を臭袋 に適 宜希釈 し、 従来 の 三 点比較式臭袋法 と同様の 操作 を行 う こ

とに よ っ て 臭気指 数を求める 方法 を考案 した 。 本報で は臭袋を用い た新たな方法を実際の 排出水 に

適用 し、フ ラス コ 法 との 比較実験を行 うこ とに よ っ て 、 排出水臭気に対す る臭袋法の 適用可能性に

つ い て 検 討 した 。

2 ．実験 方法

  試料 ・… 排出水試料 として は飲食店排水 （処理 な し）を用い た。 原液 の pHは7．4で あ っ た 。

  被験 者 … ・嗅力 に異常の 認め られない 19〜 20歳の 男女 6 名を用い た 。

  実験手順 … ・フ ラ ス コ 法で は排 出水原液を適宜無臭水で 希釈 して 被験者 に判定 させ た 。 ただ しテ

フ ロ ン製 の キャ ッ プ を用意 して 、フ ラ ス コ を 開栓後 す ぐにキャ ッ プ を装着 して 鼻をで きる だけ 密着

した状態 で フ ラ ス コ 内の ガス を嗅がせ た 。 臭袋法で は広 ロ ビ ン 内の 1L ポ リエ ス テ ル 製バ ッ グに排

出水 原液 を200皿 1注 入 し 、 手で 振 とう して 気液 を平 衡状態に到達 させ た後 、
ヘ ッ ドス ペ ー

ス ガ ス を

採取 して 臭袋 に注入 した 。 各方法 ともに正 解か ら不正 解にな っ た ときの 希釈倍数の対数平均値を各
被験者の 閾値 と した 。 実験 は排 出水試料採取 の 翌 日に各方法 3 回ずつ 交互 に行 っ た 。

3 ．実験結果お よび 考察

　得 られ た 閾値デ ータ に 1 因子母数模型、 1因子 変量模型 の 分散分析を適用 した結果 を表
一 1 に示

す。検定 の 結果 、 交互作 用 は 認め られ な か っ た 。

一方、測定方法間お よび被 験者間で 有意水準 1％

で 有意 差 が 認め られ た 。 平均値 を比 較す る と 、 フ ラ ス コ 法 が 3．32、臭袋法が 4，02であ り、硫化ナ ト

リウ ム水 溶液 を試料 と して 比較実験 を行 っ た とき の 結果
1｝

と同様 に 、臭袋法 で 閾値が高 くな る傾 向

が認め られ た 。 両方法で 分 散に 宥意水準 5 ％で有意な差は認め られ な か っ た 。

4 ．まとめ

　実際の 排 出水 を用 い て フ ラ ス コ 法およ び臭袋法に よる比較実験 を行 っ た結果 、 両方法 で得られ る

閾値 に有意差が あ り、 臭袋法で 高い値が得 られ た 。 今後は他の 排 出水 に関 して も測定 を重 ねて測定

方法の 妥当性を検討する 必 要が ある と考 えられ る 。

表
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